
学校給食の歴史は、明治２２年現在の山形県鶴岡市
つるおかし

の大督寺
だ い と く じ

に建てられた私立忠愛
ちゅうあい

小学校で

お弁当を持ってくることができない児童を対象におにぎりと漬物を昼食として出したのが始まりです。
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戦後、「ララ（アジア救済団体）」から、脱脂粉乳が寄贈
だっしふんにゅう き ぞう

され、東京、神奈川、千葉で

昭和２１年１２月２４日に学校給食が再び始まり、この日が給食記念日となりました。

現在は１２月２４日が冬休みに入るため、１ヵ月後の１月２４日からの１週間が

「全国学校給食週間」となりました。

今の日本は、飽食の時代と言われるように、食べ物であふれ

膨大
ぼうだい

な量の食べ物が捨てられています。私たちは食料
しょくりょう

自給率
じきゅうりつ

が低い国で

その後、給食は全国に広まりましたが第二次世界大戦により、日本中が食料不足になったため

給食は中止になり、多くの子どもたちが栄養失調になりました。

生活しています。その事を忘れないようにしましょう。

手を水洗いする

せっけんをつけて

泡立てる

手のひら、手のこう、指の間

指先、手首の順に洗う
水でしっかり

と洗い流す

清潔なハン

カチやタオ

ルで拭く

１２日（火）から給食が始まりました。

水もさらに冷たくなって手を洗うにも勇気がいりますが

コロナウイルスやノロウイルスに感染しないためにも

今までどおりしっかり手を洗いましょう。
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